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 本論文は、以下のように構成される。 
 第１章では、本研究の背景と目的を述べる。まず社会的背景を明示するため、先進的な事例で
ある北欧と日本の高齢者居住を支える仕組み、中国の高齢者居住を支える仕組みについてまとめ
る。次に理論的背景を明示するため、既往研究と本研究の位置づけ、本研究の視点についてまと
める。上記をもとに、研究の目的、研究の方法について述べる。 
 第２章では、上海市の高齢者人口の動向、住宅の建設動向などを把握するため、文献、統計資
料等を用い分析を行った。また、上海市の高齢者が自宅生活の継続においての住民を管理する組
織である居民委員会の役割を明確にするために、現地でヒアリング調査を行い、居民委員会の高
齢者居住の継続性に関する役割を考察する。 
 第３章では、上海市の集合住宅に住む高齢者の居住空間や家族、生活費を含む生活実態など生
活環境を調査し、居住継続性に関わる諸要因を抽出して、高齢者が自宅で住み続けられる居住空
間を構築する手法に向けた基礎的な知見を得ることを目的とする。配票調査とヒアリング、実測
調査などから、早急な対策が必要となる高齢者像と住宅タイプを導きだし、居住継続性を担保す
る条件について考察を行った。市場経済の中で自由に購入できる商品住宅と、国家公務員または
企業の従業員を対象とし福利厚生の一環として建てられた給付住宅の生活環境と居住空間は大き
く異なり、給付住宅に住む高齢者において早急な対策が必要であることが明らかとなった。 
 第４章では、第３章の結果をふまえ、上海市の給付住宅に住む高齢者を対象に、居住空間と生
活環境に関する配票調査、ヒアリング、実測調査を行った。これらより高齢者が必要としている
居住のあり方を分析し、今後、高齢者の自宅における生活継続性に対応すべき条件を整理して、
考察を行った。 
 第５章では、第２章から第４章までを総括するとともに、上海市の集合住宅における高齢者の
居住継続性について、その意義と発展性を示した。 
